
報恩講法要

蓮
正
寺
は
、平
成
四
年
六
月
、埼
玉
県
桶
川
市
下
日
出
谷
に
宗
門
で
推
進
す
る
都
市
開

教
の
布
教
所
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
桶
川
布
教
所
」
と
し
て
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
八
年
八
月
に
現
在
地
に
寺
地
を
取
得
、
平
成
九
年
四
月
一
日
に
、
本

堂
・
庫
裏
が
完
成
し
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
蓮
正
寺
は
『
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
お
寺
』
を
目
指

し
て
都
市
開
教
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
八
月
に
は
非
法
人
教
会

「
蓮
正
教
会
」
と
し
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
正
式
に
包
括
さ
れ
、
平
成
十
六
年
一
月

八
日
に
埼
玉
県
庁
よ
り
宗
教
法
人
の
認
証
を
得
、
同
月
十
三
日
に
宗
教
法
人
「
蓮
正
寺
」

を
設
立
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
五
月
に
、
新
し
く
ご
製
作
し
て
い
た
だ
い
た
阿
弥
陀
如
来
御
木
像
の
木

仏
点
検
を
受
け
頂
戴
し
に
、
ご
門
徒
の
方
々
と
ご
一
緒
に
ご
本
山
「
西
本
願
寺
」
に
参
拝

し
た
こ
と
が
、
有
難
い
思
い
出
と
し
て
心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

お
寺
の
行
事
と
し
て
は
、
毎
月
の
定
例
法
話
会
(五
月
は
宗
祖
降
誕
会
と
し
て
勤
め
て

い
ま
す
)、
毎
年
恒
例
の
法
要
と
し
て
、
一
月
一
日
の
元
旦
会
、
三
月
の
春
季
彼
岸
会
・

永
代
経
法
要
、
八
月
の
盆
会
、
九
月
の
秋
季
彼
岸
会
そ
し
て
、
十
一
月
に
は
報
恩
講
を
お

勤
め
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、蓮
正
寺
門
信
徒
会
主
催
で
｢お
寺
の
旅
行
｣を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
文
化

活
動
と
し
て
、
毎
月
一
回
｢書
道
の
会
｣を
開
催
し
て
い
ま
す
（
八
月
、
十
二
月
は
休
会
）。

あ
る
先
生
（
ご
住
職
）
か
ら
、
浄
土
真
宗
寺
院
の
社
会
性
と
は
「
人
々
に
阿
弥
陀
仏
の

救
い
を
伝
え
、
安
心
を
与
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
蓮
正

寺
も
「
少
し
で
も
多
く
の
有
縁
の
方
々
の
安
心
の
場
所
、
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
場
」
と
な
る
よ

う
に
、
微
力
な
が
ら
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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